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　　　　　　　　　　　　　　　　論　文　内　容　の　要　旨
　乳牛のいわゆる壊疽性乳房炎は近年多発の傾向にあるが，依然見るべき対策はなされておらず，また無治
療で犀潟され，酪農家の被害と恐怖は大きい。従って本病の病性を探究すると共に診断，予防，治療の方策
を確立することは急務である。本病の概要については吉田らの編集になる家畜診療指針に記載されているが，
その他の報告でも細菌や病理組織像等については，例数も少なく深く究明されたものは見当らない。
　現在本症発生機序に関する考え方には，細菌の毒素を主とするものと，それに他の要因が加わったとする
考え方との：二つがあるが，なお十分解明されたとはいい難い。著者は本症の研究を続けて約10年になるが，
その成績でも細菌毒のみで説明できないいくつかの現象を感じている。このようなことから著者は本症の究
明は，細菌学のみならず，免疫学，病理学及び生化学等人畜を通ずる基礎理論が必要であると考えている。
なお，．本症の臨床的所見として，発生時期は分娩後3日以内が81％であり，重篤な臨床症状と乳房，乳汁の
変化を主徴とし，症例のほとんどのものに食欲廃絶，起立不能，呼吸促迫または困難，皮温の不整または冷
感がみられた。眼球は陥没したものが多く，体温は高低区々であるが重症，瀕死のものには低いものも多い。
下痢もしばしばみられ暗褐色軟泥状，水様及びタール郵便等であっ咋。しかし少数剛のやや軽度のものは起
立していたり少量の生草を食した。
　罹患組房は腫脹硬結し，紫斑の見えるものが多く，暗赤色のものもあり，また疹痛や冷感がみられた。乳
質は常駐のものが多く，黄褐色や漿液状のものもあり，少数例には変化の少ないものもあった。乳房にガス
のあるものは13例であった。いずれにせよ広範な研究が必要であるが今回は本症の乳房を特に病理学的に検
索し，通常の急性乳房炎と異なる本症の病理学的特徴を明らかにした。
1p　材料及び方法
　研究対象とした乳牛は，徳島県内の家畜共済廃用牛のうち主治医に著者が立会し，壊疽性琉房炎と診断し
た42例の病牛で，．その罹患乳房を採取し，同時に細菌の検索も行なった。発生時期は分娩後3臼以内が81％
で，重篤な臨床症状と乳房及び乳汁の変化を主徴としていた。
病理学的検索方法は，罹患乳房の暗赤色または紫赤色を呈した部分数箇所を採取し・病理組織学的研究に
おいては腺胞，間質，血管，乳管及び膿瘍等に重点を指向し，これをさらに細別してユ5の所見を観察した。
病変の程度は変化の強いもの（借），より弱いもの（十），ごく軽いもの（±），変化の認められないものは「
（一）の記号を用いて比較検討した。
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2．　病理組織学的所見
　壊向性乳房炎の乳房の病理組織学的所見のうちで，病変の強い（粁）以上のものを，多いものから列挙す
ると42例中震胞上皮の変性，壊死35例（83・3％），間質の浮腫31例（73・8％），充血，うっ血31例（73．8％），
血L栓形成29例（69・0％），丘brinの析出28例（66・7％），血管の丘brinoid壊死（以下ENと略）21例（50％），
間質の出血17例（40．5％），腺胞内の細胞浸潤16例（38・1％），腺胞上皮の脱落16例（38．1％）の順であり，
乳管壁の変化は腺胞上皮の変化におおむね似ていた。また間質の浮腫と丘brin析出との間の相関は最も緊
密で〔γ＝0・756（ρく0．01）〕あり，この所見は間質の浮腫が線維素性浮腫であることを裏付けするものと
考えられた。
　そこでこのような所見をもつ壊疽性乳房炎の病変が日常診療における非壊疽性の急性乳房炎の組織像に比
べ，どのような差異や特徴を持つかを究明するため，6例の急性乳房炎を対照牛とし，発病当日のものをバ
イオプシーにより調べた。通常の急性乳房炎の組織像は細胞内や間質の細胞浸潤と，これに伴う腺胞上皮の
脱落や空胞変性が主体で浮腫は軽く，丘brinの析出や間質の出血，血栓形成のようなものは，ほとんどのも
のに欠いていた。すなわち壊疽性乳房炎にみるような強度の血管反応系の病変はなく，実質の変性，壊死も
軽かった。従って壊疽性乳房炎の病理組織学的特徴は，前に列挙した強い病変のものより，腺胞内の細胞浸
潤や上皮の脱落を除いたもの，すなわち血管の充血，うっ血，間質の線維素性浮腫，出血，血栓形成，血管の
FNのような強い血管反応系の病変で，それに伴って腺胞上皮の変性，壊死が強いことであると認められた。
　膿瘍のみられたものは42壷中16例（38．1％）で，強いものは僅か5例よりなく，これを炎症病巣の拡りと
比較すると限局性のものが多かった。また膿瘍ができていて，それに感作されて発病したと考えられる所見
もあったが，むしろ多くの膿瘍は本症の特徴的所見である出血性，壊死性病変の進展とともに，白血球浸潤
の強度の病巣として発生したと考えられるものに多かった。
　菌のコロニーは約半数のものにみられたが，1標本で1～3箇の少ないものがほとんどで，これと近傍組
織との関係は，コロニーを中心に出血，血栓，壊死等強い炎症像を認めるものもあったが，多くの症例はコ
ロニーに関係なく全体に強い変化が確認された。
　また，、慢性乳房炎がすでにあったと考えられる線維化の部分と，出血血栓形成など炎症のさかんなとこ
ろが一標本で共存する姿もみられた。このこ．とは慢性乳房炎も分娩等発症しやすい機会を得れば本症に転化・
しうることを示唆するもので，本症の予防上考慮すべき問題と考えられた。
　血栓形成は40例，血管のFNは35例で，その程度は線維素性浮腫の主要成分である丘brin析出の強弱と
相互関係〔それぞれ7雛0．557及び0・564（いずれもPく0．01）〕がみられた。
3．腺胞上皮の変性，ゐ．壊死と密接な関係に．ある病変
　上皮の変化に関係のある病変は，、間質の線維素性浮腫，血栓形成及び血管のFNなどで，これら3者の病
変の強弱と上皮の豪化の程度との間には有意（Pく0．01）の相関関係（それぞれγ＝0．478，0・450，0。564）
が認められ，間質の出血でもその程度に応じて上皮の変性，壊死の強いものが多かった。．
　しかし腺胞内の細胞浸潤や上皮の脱落ではこのような比例関係はみられず，むしろ逆の現象を示し密接な
関係はみられなかった。また膿瘍や菌のコロニーに影響せられたと考えられた所見は例数も少なく局所的な
変化であったこと等の現象は，変性，壊死の原因の大きなfactorが強い血管反応によ．る循環障害と考えら
れた。
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4．病変と臨床症状の関係
　壊疽性乳房炎の臨床症状の特徴的所見と考えられている血乳は，腺胞内に出血がみられた30例のうち18例
（60％）にみられたが，他の12例には肉眼で血乳とは判断されなかった。このような場合，腺胞内や乳管内
に血漿や浸潤細胞，脱落上皮，少量の乳汁等の混在がみられたので，乳汁の性状はこれら滲出物の多少によ
って左右されるものと考えられた。
　また本症における全身症状は，本症乳房の下塗的所見の程度に比例して強かった。
5．細菌の種類と病変
　感染細菌の種類はStaphylococcus　aureus〔Staphylococcus　I（越智）〕6例，　Staphyl㏄occus　eplder皿i．・、
dls〔Staphylococcus　H（越智）〕2例，　Streptococcus　4例，　Escherichia　coli　13例，桿菌を含む混合感染14
例，球菌のみの混合感染1例，その他2例であった。
　病変の特徴はStaphylococcus　Iは細胞浸潤と膿瘍の形成が強いが，　Staphylococcus　Hはこの傾向が弱
い。Stτeptococcusは細胞浸潤の程度がStaphy王ococcus　Iとよく似ているが膿瘍の形成は弱い。　Escheri・
chia　co正iは細胞浸潤，膿瘍の形成は弱いが，充血，出血にはじまり，血管壁の丘brlnold壊死にまでいたる
血管反応は最も強かった。混合感染で檸菌を含むものは，細胞浸潤，膿瘍形成がE．c。liのものよりやや多
いが，血管反応のようなものはよく似ていた。球菌のみの混合感染は1例であるが，間質の細胞浸潤，膿瘍
の形成は強かった。このように菌の種類により病変の出かたに多少の差がみられ，これらを大別すれば球菌
は細胞浸潤を主とする型で，確説は血管反応を主とする型ということになる。しかし，いずれの菌種の場合
でも壊疽性乳房炎の特徴である強度の充血に始まる一連の血管反応が統一所見としてみられ，そのうちE。
coliは代表的所見を示した。
6．感染試験
　菌の毒力を試すため，壊疽性乳房炎の罹患乳汁を分娩期と離れた時期の他の牛の健康乳房に注入し臨床症
状やその組織燥を調べたところ，いずれも壊疽性乳房炎にみるような重篤な症状は起らず，組織像も遇常の
急性乳房炎のものによく似ていた。
7．発生機序に関連して
　壊疽性乳房炎の組織像は血管反応系の病変が主体で，膿瘍や菌のコロニーは従の関係にあり，実質の変化
も強い血管反応による循環障害が主役と考えられたが，．このような所見は菌の種類にかかわらず統一所見と
してみられたこと，感染試験で本症が再現できなかった事実から考えると菌の毒力の直接的な影響を疑う材
料が多い。またこのような組織像特に血管のFNはなんらかの感作反応を示唆しているように考えられた。
そ耳や形態像は樋只s、現象また｝独照1些細象の鰍蜘こよく似ていた・
　本症の発生がとのような現象に加えて分娩期に多いことは，感染細菌の毒素とその時の母体の変調や条件，
乳房の状態等が相関連し炎症を激化させると考えられないこともないが，同時にこのような特殊事情にある
母体の条件に感作反応が誘発されて加わったとも考えられ，その感作反応は，Arthus現象またはshwartz・
maa現象であるということも十分考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　以上述べてきたことから本症の治療は早期の抗生物質その他の薬物の投与のみならず，同時に母体の調整
や血管反応抑制方策等も必要であることが示唆されるようである。，
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　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨
　家畜共済統計によると乳牛の乳厨炎が，ここ数年来，死廃及び診療回数で常時岐高を占めており，その対
策は極めて重要な問題である。
　著者は，家畜共済診療所に永年勤下している関係上，過玄10数年これらの聞題について幅広く取り組んで
きたが，今回壊疽性乳房炎の問題を坂りあげ，その成果中，とくに乳房の病理組織学的な面を中’心として詳
細な検討を加えたのが，この論文の内容であり，斬新な成績，それについての考察箸が示されている。すな
’わち，論文中の著者の一貫した論旨は，壊疽性乳房炎は単なる菌感染による，いわゆる通常の急性乳勝心と
はことなり，何らかの感作反応的な要素が関与しているのではないかということである。
L　著者の現状分析
　壊疽性乳房炎は多くの場合，極めてその病勢経過は早く，短時間での銘死や炎症の急速な波及による肉の
全廃棄処分になるものが多く，患畜を充分に観察治療するいとまがなく，滴場に送られるため，研究があま
りなされていないことを指摘している。この点については全く同感であり，激烈な病変部をみれば治療が奏
効するとは到底考えられず，通常の細菌等の感染による乳房炎とは一見して根本的に異質のものであるとの
感が強く，また治療を行っても抗生剤等では好転しないことが多いので，ちがった観点からの究明が必要と
考え，通常の乳房炎と対比させながら研究を行っておりその方向は高く牌価されるべきものと思われる。
2．臨床症状について
　分娩後3日以内の発症が81％であること，ほとんどのものが1曲面な全身症状すなわち食欲廃絶，呼吸促迫
あるいは困難，皮温不整や冷感，タール血便，乳房からは市乳や漿液，ガス等がみられ，また通常の乳房炎
とちがい局所に熱感のないものも多いことを指摘しており，乳房の紫斑も血行障害等によるものとの考察を
加えている。
3。検査成績について
　壊疽性乳房炎患牛42頭について実施している。
　（1）病理組織学的検査
　　A．．多発病変として（卦）以上の強い変化を示したものを頻度順に示すと細胞上皮変性壊死（83．3％），
，間質浮腫（73．8％），充血・うっ血（73．8％），血栓形成（69．0％），，フイプリソ析出（66．7％），血管フイ
ブリノイド壊死（50％），間質出血（40・5％），愈愈内細胞浸潤（38・1％），広遠上皮脱落（38．1％）等であ
り，とくに問質：の浮腫とフイブリン析出との間の相関はr＝0・756（Pく0・01）で緊密であり，この所見は
間質の浮腫が線維素性浮腫であることを裏付けしたことになる。：．
　一方通常の急性乳房炎組織を6頭の患牛からパイナブシーした材料では腺胞内や間質の細胞浸潤と画意上
皮の脱落，空胞変性が中心で浮腫は軽く，血管反応等に基幽すると考えられる浮腫，フィブリソ析出，間質
出血，血栓形成，実質変性壊死等は軽く，両者間には質的な差異のあることを指摘している。
　　B．膿瘍は42例中16例（38・1％）で，強度なものは5例で少なく，膿瘍の膿瘍の存在が壊疽性乳房炎を
誘発したというより，壊疽性乳房炎の進展による白血球浸潤のため，その存在が明瞭になったという所見を
得ている。
　　C・菌のコロニーは約半数のものに認められているが，1～3この少ないものが大部分であり，これを
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中心として壊疸性炎症が誘発されたと考えられる確証を得られず，全体に強い変化を認めている。
　　D・慢性的な乳房炎の痕跡と考えられる線維化部分と出血，血栓形成等の共存部位も観察しており，慢
性乳房炎の壊ll工性乳房炎への転化もありうることを示唆している。
　　E・患部の全般的所見としての線維素性浮腫の主要要素であるブイブリソ析出と血栓形成及びフイブリ
ノイド壊死との相関は，それぞれr＝0、557及び0．564（いずれもP＜0．01）であり，炎症の成因が強い
血管反応に基因していることを強調している。
　（2）病変所見の相互の関係について
著者骸殿乳激の撒的ともいうべき遍照上皮の変性譲受を中やに・こ批⑭変化との関係をみ
ているが，その主なものをあげると問質の線維素性浮腫，血栓形成及び血管のフイブリノイド壊死等との関
係では，それぞれr昌0．478，0．450，0，564（いずれもP＜0．01）であり，その他上皮壊死とブイプリン析
01等についても有意の相関（r＝0．426，P＜0．01）をみとめており，これらの諸変化は互に関連のある一
連の変化であることを強調している。
　一方，腺胞内の細胞漫潤や上皮の脱落についてはこのような比例関係はみられず，また膿瘍や菌に影響を
うけたと思われる所見は発見できず，急性乳房炎とのちがいを考察している。
　（3）細菌学的検索
　　A，分離菌としてはStaphylococcus　aureu8（越智1）6例，　Staphylococcus　epidermidis（越智H）
2例，Streptoco㏄us　4例，　Escherichia　coli　13例，檸菌を含む混合感染14例，球菌だけの混合感染1例，
その他2例を分離している。
　　B，菌種と痛変との関係は，St・1は細胞浸潤と膿瘍，　St・Hはこの傾向弱く，　Streptは細胞浸潤
はあるが膿瘍形成は弱い。E．　c。liは比較的血管反応が強くみられており，他の少数例等も勘案して，球菌
は細胞浸潤，林菌は血管反応をおこす傾向があるようにも思われるが，いずれの菌種の場合も，いわゆる壊
疽性乳房炎の特徴的変化が先行し，菌による特異作用は不明瞭と考えられる成績を得ている。
　　C　感染試験
　壊疽性乳房炎由来の菌を健康上乳房に注入し，経過観察後解剖して検査しているが壊疽性乳房炎は発生せ
ず，通常の乳房炎に類する変化を示したものを若干認めた程度であり，複雑な機序の存在を示唆する結果を
得ている。
4。発生機序の考察
　以上の諸実験により，膿瘍や菌の存在が認められたものも，これらが顕著でなかったものについても，ほ
ぼ同様の血管機能の障害に基因すると考えられる変化が優先しており，分離菌による再現試験部面威功に終
っていることなどから，単なる生体対病原微生物間の反応という七とでなく1それ以外に何らかの要因の存
在が考えられるとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　これらのことを考慮に入れて組織像を詳細に検討した場合，その像はArthus現象またはShwartzman
現象等におけるアレルギー的な組織像に類似した所見を得ており，さらに発生時期が分娩後間のない時に集
中しておこることから，この時期の生体には諸種の感作に対して過敏に反応する一時的なアレルギー的体質
状態におかれているのではなかろうかと述べている。
　したれって本症の予防，治療についてもこれらのことを考慮に入れた方法を検討する必要があることを強
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調している。
　多少の個体茄はあるが，壊疸性乳冴炎における炎症の波及の速さは臨床的にみて，原発の限局部位：から次
第に周闘の組織に波及すると仮定すると常識的には考えられない速さの場合を経験しており，やはり，碧者
の論旨であるArthusまたはShwartzman現象等の感作反応的現象をも充分考慮する必要が紹められる。
　以上本論文は著者が日常診療の中から，とくに問題の多い乳房炎の研究，その中から異質ではないかと考
えた，いわゆる壊疽性乳斑炎の多数の症例について検討し，とくに乳泌局所の病理組織所見による血管を主
とした感作反応的な面から，その発生要因を迫究し，一応の結論を符たことは今後乳房炎についての基礎的
ならびに臨床的分野に禅益するところは大ぎく　獣医学博士を授与するに価する業績と鷲める。
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